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人間の運命よ。おまえは

なんと風に似ていることか
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光市医 師 会報

医師会月間行事

※ 10月28日(火) 月例会於医師会館午

後 7.却

O協議事項目)本日休診者数K当番医療機

同名をJ:c.示する件 (2)当准医の患者数記

載様式の変更について (3)税務署の青色

申告説明会申入れについて

0報告す~J.a (l)r!i部氏師会正日IJ会長会議に
ついて (2)定例代議員会議について (3) 

会員の入会巾出について (4)周南三市医

師会合同役口会について (5)人間ドック

に対する助成実施について

(6)診療所調査について (7)市医体育大会

合計報告 (8)会土iの病床増設申出につい
て

※10月28日(火) 研究会於医師会館午

後 7.却

ワJレレンベJレク'症候群の症例 :松村先生

※11月日目(火〉 理'p:会於医師会館午

後 7.却

0協議事境 (1)産業医の委嘱について (2) 

求人申込みについて (3)地域保健活劫調

売について (4)忘年会について (5)予防

接持実施について (6)休日診療について

O報告事項 (lYI:日診般について (2)昭和

5 1年度就学児検診について (3)呼吸器
疾忠忠者凋袴11 [当卸l'jÇ検~-f会 ( 11 月 1 3 

r I ) (4)};;J樹〈市医師会福ね1:担当理事協
議会 (l1lJ1311) (5)産業灰研修会 (11

月18日) (6)11 医緊急要望占について

(7)病院診療所に対する立入検査実施結果

について (8)保健所との話し合いについ

て (9)生保指定医療機関の指導検査の実

施について 間市への要望について。

※U月18日(火) 1昭和田年度庫業医研修会

於民師会館午後7.初

※11月お日(火) 研究会於医師会館午
後 7.却

Oビデオ映写 (1)はり麻酔 (2)救急そせい
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法

※11月おfl (火〉 例会於医師会館午後

8.30 
0協議事項目財，11診療(年末年始)につ

いて (21休日診政鉛/J~.fbiの件 (3)当番阪

の患者数til己破要領の変史について

0報告事項 (1)同市ペrli医師会福祉相当用
事協議会について (2)呼吸器疾忠患者調

査の継続についての協品会 (3)忘年会胡

催について

昭和50年度

山口県産業医研修会

日時 11 fj 18日(火) 午後7.30

場所光Ilj医師会館

昭和田年度山口県産業医研修会が光市医師

会の引受けで閥催され出席者36名で盛会で
あった

0講師大、v-岡山大学教授議問県医信11会長
三澄県医専務PlI ・J~ 下位労働慈準監

骨要課長、占村山口県産業医会会

長

林光市医師会長司会の下lζ研修会が実施さ

れた

0森 ~n副会長講出要旨

平ぷ産業安全術生法の趣円に従い産業衛生

活動lζ御努)Jいただき!乱射にたえなし、。

然し安全併生法は.f1ll11押しにくしり、1もあり一
部には産業氏の任務内科にPli解の少ない人

もある。 11，事業所等においてもi'U解の之し

い所もある。新安全伴I生法は1昭和47年Jζ

改正されたが、まだItt!:kも成く 、医師会側
にも事業所側iζ も主旨不徹底の1mーがある。
学校1泉佐の如く定者するのは尚時11を要す

るものと思われる。県医師会としては昨年

は組織づくり、本年は実践活劫の年とした

いと，思ってf.'Jるが、開業術生について押.解

を深める為にふ;会をi凋俄した次第である

0三澄専務開予講演袋行
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光市医師会報

県l亙担河原 'J~ としては、 昭和 4 7年度K、
一般日ι反診断、 持妹位b~診断、 産業医のし

おり、括支阪の手引等により説明ずみであ

り、必安全両生j去については担当見事協議

会等で l~行を説明しであるので省略する。

産業保憾の?誕の芯味は、めl、まいで分り

にくいが、民.'，床k学が縦の糸であるならば

~n のPEIX研修会は捕の糸で・あり 、 産業医

は社会的に~求さ礼ておるものと考えられ

る。健&kli'J'Pとは lIealth Admis tra tion 
として扶必にとられるが、実際は Health

Carc の況である。似l頃活!初、公衆儒生活

劫の全体をJ31わすものと理解すればHealth

Careと介致する。これは日本医学会におい

てもl~JR-されておる。保健とは広義の健康

竹'P.Rで産業ぽ健とはjよい志昧の職場の健尿
t'i' .t'ltである。 7fj~'の r J I云ニュ ースでn医
会長は健版と疾病の背後にある地域社会を

考えよと4-っているが、諸疾患を発見した
場合、序;業医と脳lぷi天の接点的見地から捉

えなければならない場合がある。社会的環

境の中で疾病を先先せよ。之が産業医の道

である。

0下松労働監作君課長講演要旨

産業医について

(1)出来民退任範凶について

常時50人以上の・j五業場は産業医を選

任しなければならない。尚免許を有す

る(li'f卦'.1i'J-1H.('j'が必要である。但し 1.0 
o 0人以上の'JJ業場、命令害業務のある
500人以卜.のが業場は専属の産業医
を任命しなけれはならなし、。 3.00 0 

人以 kの・J~業以は 2 人以上の産業医の

惇任が必要である。

(2)産業医のl股f)5

(イ雌康診断の実施その他労働者の健康管理

K附すλこと。定期健版診断、雇人時鍵
康診断、特殊位脱診断の実施

(ロ附生教fiその他労働6の健肢の係持増進

1975 

を凶るための1It;i~l~ で|民γκ関する守門的

知識を必要とするものに関すること。

安全術性教育を義務づけておりi!iit主教育
は産業医の義務である。

{ハY労働有の健L長時;与の似I~の調子'E&び再発

防止のための医学的t庁内に関すること。
(.=-)以上の各りに仰げる事1ftについて、事業

イ~-)くは総f吊安全体i'l~官:f'll打lζ対して勧特

し、メはfキi' t ::U' J1Il.折iζ対して指弾し、若
しくは助パすること。政業i忘は企業の段

高点任行.，と(I'(*-.'1する。

(ホ)少なくとも旬JJ1副作業場を巡視し、作
業方法Xはf事i'1:.状態にむ;i干のおそれある
ときは、(1'1.ちに労働行の低rW陀引を防止
するため必笠:な昨日を1rふ乙と。

{へH寄生委員会への参加

100人以上の'H業期は樹生委員会をa設
ける様になっており、?$加する必要があ

る。

{トi夜、常保持の.fHJ5がある。

チ昨業Q境rt[IJs.E法が附和 50年 8月iζ制定

され国家試験合符h~でないと実施できな

い、阪師免非をむするli-は学科d験が免
除される。

0吉村民阪会長，;，\~ l'iii 誕百

労働安全術ll:i去に}，Cづく一般促康診断並

びに特殊位以診断の手引により説明。

作 l回、行;l?業務では作 2凶の健康診断
が必要である。特』ζIi!l.入れIJ主の健版診断

は特lζ ，n~・である、これは!H\人れ後の疾

病発生との関脱t'l:手考える時重要な参考
となる。特殊な業務{ζつく{I-には視力検

査、聡力検伐をl遊山こ実施しておく必要

がめる。-ff，l;'業務と巧・えられる所は環境

測定が必要であり、特iζ叫L支障害が生じ

た時にはift笠:な容JSとなる。とにかく 、
きめ細かい位w診断と、完令な記録と、
健康診断の・J~後処仰が大切である。
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0大半教授品OJi雲行

催康診断とぶふI誌において、 ~-o;: スクリ

ーニング&..び沼二伏スクリーニングを行い

版業病を発見する。 ζ ういう方法が不必要

と云ふのではないが、Health Diagnosis 

Health examinationは射に病気を免つけ

ると丘ふ;む味だけではない。予防的立場で

みなければならなL、。え米人i閣の健康は人

間の主体甘111の要同凶lち追£、年令、性等だ

けではなく J.~ 同の52境要因即ち人間性体学

的な点で凶J泌を即併すべきである。夫々の

会社で作業条件も呉っておる。作業条件を

環境として巧・えると共に、社会的条件とし

て考慮する必要がある。労働両生は環境を

よく知り診断することが必要である。乙の

様な考え)jでU1!b兵診断を行ふと椴業病とし

ての診断をつける場合、はっきりした症状

が出てくるまで待たずとも、典形的な症状

の発場以前iζ、かくれた症状がありうる。

Health examinationをやる乙とにより労

働省のおかれておる環境の診断は Health

Assesmentである。かくれた職業病を作る

でめろうがfの、かくれた要ぷを知るぷ味に

おいて健康診断が必暖なのである。

軍令属は地球上K自然lζV¥山所在する、何

等かのJ~で体内にはし、る 、 興形的な線のみ

をみつけたのではぷ味がない。鉛中毒等の

場合hR中の鉛を検nすることによりE立場診
断 Assesmentすることは大変d主要な乙とで

ある。阪、山彼等の検売で異常をみつけた

場合之は病以ではないが、こういう異常所

見のでる環境が喧要なのである。CMi、Or刈i

等の.Jfえでも統計的に処f'l!し、対比する乙

とにより、いろいろの推定できる同題が出

てくることが多L、。興形的でなくとも曜康

調査を処見することによりね業病の伺題を

知る乙とができる。生化学的検査等Kよら

なくても叫民泊先を処注する事iとより環境

状況を見付ける乙とができる。病気をみつ

ける事も大切jであるが、その版辺lζあるも
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のを見つける'Hが促bU診断の重要な点であ
る。頑健な労働行をみる乙とはぷ昧がない

とか、面白くもないだろうが、病気でない

人をみる事も大叫なものと，'.1.'-ふ。作業現場

をよくみて、 ばW，~，Hiで.m境診断をする事

が大切jである、そうすることにより峨業病

として出てくるものがどんな院括にl艮因す

るかが分る。月1<:一度の作業場巡視は大変

であるがただ巡制すればよいものではなく、

実情を把掃するためには 、 術/j:~f坪.者、事

業場責任者等とのチームワークも極めて大

切である。

あとがき

めと 1ヶ月もすぎれば本午・も終る、不況の

年末κ、ゼネスト lζ近いスト権ストライキ
11ft上けe三法案の延長Lk1会、LI常生活1ζ閥耕

の深い諸料金の11賃上げF合、騒然たる世情
』ζ、医師会員待望の灰僚岱改訂は片すみに

追いやられてねむっておる。会員の不満と

いらだちの巾にみ~{f.も過ぎ去るか、

山茶花iζmえ入る f~~や夕まぐれ

存梢女
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